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国際交流にはさまざまな目的があり、またその方法も千差万別である。香川大学医学部にお

いては、平成１３年度に策定された国際交流指針に基づいて国際交流活動を実施してきたが、８

年を経過し協定締結校も増え、周辺を取り巻く環境の変化もあり、新指針の策定の必要性が生

じた。平成２０年に国際交流委員会内に作業WGを組織し検討を開始し、平成２１年度にまとめ

るに至った。これに基づき新たな交流活動を展開している。

１．医学部の国際交流の目的（理念）

現在の医学部の基本理念は次のとおりである。

１．世界に通ずる医学及び看護学の教育研究を目指す。

２．人間性の豊かな医療人並びに医学及び看護学の研究者を養成する。

３．医学及び看護学の進歩並びに人類の福祉に貢献すると共に地域医療の充実発展に寄与す

る。

国際交流活動は、上記理念を実現する有効な方法のひとつとして位置付けられている。

従って、新しい交流指針において、香川大学医学部の国際交流の目的（理念）を次のよう

に定めることとした。

国際交流をとおして、グローバルスタンダートを有した「学生」「医師」「看護師」

「研究者」の育成を行うとともに、人類の福祉や地域への貢献を行う。

本報告では、近年積極的に展開しているブルネイ・ダルサラーム大学との交流を例に挙げ

て医学部の国際交流の方向性を説明したい。

２．国際交流の行動目標（６つのC）とブルネイ・ダルサラーム大学

医学部では上記理念を実現するために、行動目標と方策を以下のように策定した。

� 焦点を絞った重点的な交流活動を行う＝Concentration

� 交流校を相互の連携を図る＝Connection

� 拠点交流先を核としてコンソーシアムを形成する＝Consortium

� 政府機関等と協同したプロジェクトを展開する＝Cooperation

� コミュニティとのネットワーク作りを強化する＝Community−based

� 地域社会のニーズに合った医学的貢献を行う＝Contribution
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図１ 香川大学の国際交流先と方向性

図１には、現在の香川大学医学部の国際交流先を示している。医学部はこれまでの方針とし

て、数多くの交流先と広く浅く交流するのではなく、焦点を絞って交流活動を集中する（Con-

centration）ことを旨としてきた。また、個々の大学との交流を集中的に進めることに加えて、

複数の交流先の大学を戦略的に連携（Connection）していくことが大切であると考えている。

特に、今回の改訂で、以下の２ラインを意識して展開していくこととした。

○ASEAN諸国とのラインを強化する：ASEAN諸国との交流は重要であり重点化するだけで

なく、ASEAN諸国に対して香川大学医学部の存在を示すことができるようになる。

○英国圏の諸国とのラインを強化する：英国圏であるカルガリー大学やニューキャッスル大

学、ロンドン大学セントジョージ医学校との交流を重点化し深めていく。

さて、ブルネイ・ダルサラーム大学との関係は、平成１７年６月にブルネイ・ダルサラーム大

学関係者が香川大学医学部を訪問した時から始まった。次いで平成１８年１２月には香川大学医学

部関係者がブルネイ・ダルサラーム大学を訪問し、この時両医学部間の交流協定を締結した。

このブルネイ・ダルサラーム大学との交流は、重点化を考えるASEAN諸国ラインとCom-

mon Wealth Countries のラインとの交差点に位置する大学として位置づけられると捉えてい

る（図１）。またブルネイ・ダルサラーム大学を核としてフィリピン、インドネシア、マレー

シア、シンガポールなどASEANの主要大学との関係を構築し、コンソーシアム連携（Consor-

tium）を図っている。

このようなコンソーシアムが構築できれば、核となる大学と交流活動を集中的に行うことを

基軸として、他のコンソーシアム連携大学とも良好な関係を維持あるいは発展することが可能

であると期待される。特にHuman resources の確保や、variety に富む選択肢を作ることが可

能となる。すでにインドネシア大学とは、ブルネイ・ダルサラーム大学を通じた交流を開始し
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ている。

３．平成２１年度のブルネイ・ダルサラーム大学との関係の戦略的強化

新しい交流指針の元、平成２１年度には、上述し

たような議論と活動がさらに進み、幾つか大きな

動きがあった。

１．前駐日ブルネイ国アダナン大使名誉博士号授

与

アダナン前駐日大使Dato Paduka Haji

Mohd. Adnan bin Buntar（Dato Adnan Bun-

tar）は、その在任中に、ブルネイ国、特にブ

ルネイ・ダルサラーム大学と香川大学の学術文

化、国際交流に顕著な貢献をなし、香川大学の

研究教育上多大な功績があったため、医学部が

香川大学に名誉博士号の授与を推薦し承認され

た。授与式は平成２１年１０月２０日香川大学にて執

り行われた。因に、これは香川大学としては記

念すべき第一号の名誉博士号の授与であった。

２．香川大学とブルネイ・ダルサラーム大学との大学間MoUの締結

平成１８年１２月に両大学の医学部間で締結されたMOUを、さらに大学全体に発展させると

の合意のもと、両大学で準備を進め、平成２１年１１月８日に、香川大学とブルネイ・ダルサラー

ム大学との大学間MOUが締結された。締結式典は京都市のオークラホテル京都において執

り行われた。香川大学からは、一井眞比古学長、田島茂行副学長・理事、田港朝彦副学長、

阪本晴彦医学部長、芝田征二大学教育開発センター教授、上原正宏総合生命科学研究センター

准教授、日下 隆医学部講師、�田雅明医学部教授が、ブルネイ・ダルサラーム大学からは、

大学副総長であるDr. Hj. Zulkarnain Hj. Hanafi, MDと理学部長のDr. Jimmy Lim Chee

Ming が参加し、終始和やかな雰囲気で進んだ。

この締結により、両大学の関係性は一層強化され、今後は複数の学部の交流が進むことが

期待でき、拠点化が進むものと考えられる。（協定のコピー参照）

３．香川大学医学部とブルネイ・ダルサラーム保健省とのMOU締結

ブルネイ・ダルサラーム大学医学部やリパス国立病院などとは、従来医学部学生の派遣や

受け入れ、臨床研修、臨床研究などを進めてきたが、今後ますますその必要性が出てくるこ

とが予想される。そのため、香川大学医学部はブルネイ・ダルサラーム国保健省との間で相

談を進め、協定を締結し一層強固な関係を構築し、また関連するプロジェクトを進めること

とした。調印式はブルネイ・ダルサラームにおいて平成２１年１２月５日に執り行われ、香川大

学からは、阪本晴彦医学部長、�田雅明医学部国際交流委員会委員長、芝田征二大学教育開

発センター教授および田村啓敏農学部国際交流委員会委員長が出席した。ブルネイ・ダルサ

ラーム保健省からは、副大臣Deputy Minister であるHH. Mr. Pehin Dato Hazair Adbullah

― 43 ―



をはじめとして多くの方々が参加した。新しい関係を切り拓くイベントとしてブルネイ政府

からも大きな歓迎を受けた。（協定のコピー参照）

４．その他の活動

学生の交流としては平成２１年の１２月に１２名のブルネイ・ダルサラーム大学医学部生を迎

え、2009 Winter Medical Seminar を開催した。平成２２年には７月～８月にブルネイ・ダル

サラーム大学において 2010 Summer Medical Seminar の開催が予定されている。さらにブ

ルネイ・ダルサラーム大学のBiomedical Science student を受け入れることも検討してい

る。

教員の交流としては、平成２２年１月にブルネイ・ダルサラーム大学からDr. Zohrah Hj. Su-

laiman 副学長（Research, Innovation, Education, and Internationalization）を迎え、香川大

学のインターナショナルオフィスウィークの一環としてフォーラムを開催した。今後の研究

交流活動については、医学関係の交流の他に、生物の多様性に関する研究や、エネルギー、

食の安全などブルネイ・ダルサラーム大学が重点化領域とする６つのResearch Clusters に

おいて香川大学との共同研究を希望している。

４．さいごに

医学部の新しい国際国流指針に基づく取り組みは、まだ始まったばかりであるが、これまで

の交流方針を一定程度継続しながら、さらに戦略的に発展させることを目指したものである。

ブルネイ・ダルサラーム大学との交流の進め方はこうした医学部の新たな交流の方向性を示し

ていると言える。

ブルネイ・ダルサラーム国は、イスラムの王国であり、こうした様々な交流を続けるために

は、イスラムの文化や習慣について理解することも重要であり、今後インターナショナルオフィ

スとしての取り組みも計画されている。ブルネイ・ダルサラーム大学の方でもASEAN諸国

での同様の研究体制を持っており、それとリンクさせることも考えられる。

ブルネイ・ダルサラーム国は香川大学を第一の日本の大学の窓口として認識している。この

交流をより充実したものにすることにより、香川大学がASEAN諸国にその存在を示し日本

国を代表する大学のひとつとして乗り込んでいくことが可能となる。その展望からも本交流を

今後のインターナショナルオフィスの交流戦略の中できちんと位置づけることが大切であり、

医学部の交流もその戦略と調和しながら進めていく。
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